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　平成 25 年 2 月から平成 25 年 4 月までに、第 259 回から第 263 回の計 5回の企業会計基準委員会
を開催しています。審議事項等は以下のとおりです。それぞれの内容につきましては、企業会計基
準委員会ホームページ（http://www.asb.or.jp/）で「議事概要」、「議事要旨」（会員限定）及び
Webcast を公開しておりますので、そちらをご覧下さい。

第 259回　企業会計基準委員会　平成 25年 2月 6日（水）13時 30分～15時 30分

（審議事項）
⑴　2011 年アジェンダ・コンサルテーションに関するフィードバック・ステートメントの概要及
び今後の対応について
　小賀坂主席研究員（当時）より、国際会計基準審議会（IASB）の「フィードバック・ステー
トメント：アジェンダ・コンサルテーション 2011」の概要と企業会計基準委員会の今後の対応
について説明がなされ、審議が行われた。
⑵　実務対応専門委員会における検討状況
　小賀坂主席研究員（当時）及び西村専門研究員より、信託を利用した従業員への自社株式の付
与スキームについて、実務対応専門委員会における検討状況の説明がなされ、審議が行われた。
⑶　金融商品専門委員会の検討状況
　加藤副委員長（当時）及び沖本研究員より、IASB 公開草案「分類及び測定：IFRS 第 9 号の
限定的修正」に対するコメントの方向性について説明がなされ、審議が行われた。
⑷　IASB公開草案「IFRSの年次改善」へのコメント対応について
　加藤副委員長（当時）及び星野専門研究員より、IASB公開草案「IFRS の年次改善 2011─2013
年サイクル」に対するコメント案について説明がなされ、審議が行われた。

第 260回　企業会計基準委員会　平成 25年 3月 12日（火）13時 30分～16時 45分

（審議事項）
⑴　委員会運営について（非公開）
　新井副委員長より、企業会計基準委員会の来年度の事業計画及び予算に関して説明がなされ、
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審議が行われた。
⑵　無形資産に係る会計基準の検討
　新井副委員長及び中川研究員（当時）より、企業結合時に識別・評価する無形資産について説
明がなされ、審議が行われた。
⑶　連結・特別目的会社専門委員会における検討状況
　新井副委員長及び原田専門研究員より、連結・特別目的会社専門委員会における検討状況につ
いて説明がなされ、審議が行われた。
⑷　IASB公開草案「持分法：その他の純資産変動に対する持分」等へのコメント対応について
　加藤副委員長（当時）及び星野専門研究員より、IASB 公開草案「持分法：その他の純資産変
動に対する持分」並びに IASB公開草案「減価償却及び償却の許容される方法の明確化」に対す
るコメント案について説明がなされ、審議が行われた。
⑸　金融商品専門委員会の検討状況
　加藤副委員長（当時）、沖本研究員及び神谷専門研究員より、IASB 公開草案「分類及び測
定：IFRS 第 9 号の限定的修正」並びに米国財務会計基準審議会（FASB）公開草案「信用損失」
に対するコメント案について説明がなされ、審議が行われた。
⑹　専門委員の選退任について
　新井副委員長より、専門委員の選退任について説明がなされ、承認された。

（報告事項）
⑴　OCI に関するリサーチの概要
　加藤副委員長（当時）及び紙谷シニア・プロジェクト・マネージャー（当時）より、IASB に
報告したOCI に関するリサーチの概要について説明がなされ、質疑応答が行われた。

第 261回　企業会計基準委員会　平成 25年 3月 29日（金）13時 30分～15時 45分

（審議事項）
⑴　基準諮問会議からのテーマ提言
　野崎基準諮問会議議長より、新規テーマに関する提言に関して説明がなされ、審議が行われ
た。
⑵　連結・特別目的会社専門委員会における検討状況
　新井副委員長及び原田専門研究員より、特別目的会社の連結範囲等に関する検討の中間取りま
とめについて説明がなされ、審議が行われた。
⑶　金融商品専門委員会の検討状況
　加藤副委員長（当時）、沖本研究員、神谷専門研究員及び丸岡専門研究員より、IASB 公開草
案「分類及び測定：IFRS 第 9号の限定的修正」、FASB公開草案「信用損失」及び IASB公開草
案「デリバティブの契約更改とヘッジ会計の継続」に対するコメント案について説明がなされ、
審議が行われた。
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⑷　専門委員の選退任について
　新井副委員長より、専門委員長及び専門委員の選退任について説明がなされ、承認された。

（報告事項）
⑴　IASB公開草案「持分法：その他の純資産変動に対する持分」へのコメント
　資料の配布をもって報告するものとされた。

第 262回　企業会計基準委員会　平成 25年 4月 11日（木）11時～11時 10分

　冒頭、　議事に先立ち、西川委員長より、日本証券アナリスト協会教育第一企画部長貝増眞氏、
川西安喜ディレクター（国際担当）及び小野行雄顧問を新たに当委員会のオブザーバーとして選任
し、また、都正二財務会計基準機構（FASF）代表理事常務、鶯地隆継 IASB 理事及び金融庁の
方々も従来どおりオブザーバーとして参加いただく旨の説明がなされた。その後、以下の審議が行
われた。
（審議事項）
⑴　委員会運営について（非公開）
　西川委員長より、企業会計基準委員会等運営規則第 3条第 1項に基づき副委員長を設置したい
旨の説明がなされ、特段の異議なく承認された。その後、西川委員長より、同規則第 3条第 2項
に基づき新井常勤委員及び小賀坂常勤委員が副委員長に指名された。

第 263回　企業会計基準委員会　平成 25年 4月 25日（木）13時 30分～16時 35分

（審議事項）
⑴　会計基準アドバイザリー・フォーラム（ASAF）の報告及び ASAF 対応専門委員会の設置につ
いて
　小賀坂副委員長より、第 1 回会計基準アドバイザリー・フォーラムの報告及びASAF 対応専
門委員会の設置について説明がなされ、承認された。
⑵　金融商品専門委員会における検討状況
　小賀坂副委員長、沖本研究員及び板橋ディレクターより、FASB公開草案「金融資産及び金融
負債の認識及び測定」並びに FASB 公開草案「信用損失」に対するコメントの方向性について
説明がなされ、審議が行われた。
⑶　基準諮問会議からのテーマ提言への対応について
　小賀坂副委員長より、基準諮問会議からの「実務対応報告第 18 号の見直し」及び「連結納税
と企業結合に関する税効果会計」に関するテーマ提言に対する企業会計基準委員会の対応につい
て説明がなされ、審議が行われた。
⑷　企業結合（ステップ 2）の検討
　新井副委員長及び村田専門研究員より、企業結合（ステップ 2）の公開草案に対するコメント
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について説明がなされ、審議が行われた。
⑸　実務対応専門委員会における検討状況
　小賀坂副委員長及び西村専門研究員より、従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引
について、実務対応専門委員会における検討状況の説明がなされ、審議が行われた。
⑹　専門委員長及び専門委員の選退任について
　新井副委員長より、専門委員長及び専門委員の選退任について説明がなされ、承認された。ま
た、西川委員長より、財務諸表表示専門委員会及び排出権取引専門委員会を休止する提案がなさ
れ、承認された。

（報告事項）
⑴　IASB公開草案「減価償却及び償却の許容される方法の明確化（IAS 第 16 号及び IAS 第 38 号
の修正案）」へのコメント
　資料の配布をもって報告するものとされた。
⑵　IASB公開草案「分類及び測定：IFRS第 9号の限定的修正」へのコメント
　資料の配布をもって報告するものとされた。
⑶　IASB公開草案「デリバティブの契約更改とヘッジ会計の継続」へのコメント
　資料の配布をもって報告するものとされた。


